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◆ 巻頭言  冬来たりなば春遠からじ 

 山上東平 

この冬は例年になく寒いような気がします。 

私は雪国の生まれですので、寒さには割と強い方ですが、近年の温かい冬に慣れたせい

か今年は少し寒いような気がします。また、日本海側も例年になく雪が多く、新聞テレ

ビなどでも、雪による被害の報道が目につきます、30～40年前の頃は雪の量も多く、そ

れが当たり前のことでしたが、近年の暖冬では今年の雪の量を異常と感じるのでしょう。 

雪国でも核家族化が進み、屋根の雪下ろしの作業も高齢者だけで対処しなければならな

くなり、報道されるような、屋根の雪で家屋が崩壊するような事態が生じているのでし

ょう。以前は家族の中また隣近所でお互い助け合い大雪に対処してきたのでしょうが、

少家族では対応出来なく、行政もあの手この手で対処しようとしているのでしょうが、

追い付かないのでしょう。 

先日雪山に行ってきましたが、雪まみれの木々の枝の先端には、もうつぼみが膨らみ

始めています、人間世界では、まだまだ冬真っ盛りですが、木々はもう春を感じて、準

備が始まっています。わが瀬上さとやまもりの会の活動も、新しい春を見据えて、楽し

く頑張っていきたいものです。 

 

 ◇平成 27 年 3 月の活動予定 

① 3 月 8 日（日）9時半～14 時半    ・集合場所 池の下広場 

◇作業目的：景観保全型落葉広葉樹林を目指した作業 

・作業内容：いっしんどう作業エリア A1-1の林床整理。 

枯木・欠頂木・暴木・ツル植物・アオキ・シロダモの除伐作業。 

 ※注意点：落葉広葉樹（コナラ・クヌギ・エノキ・ムラサキシキブ等） 

      は次世代候補木として残して下さい。 

・持ち物  常備具（カマ・手ノコ・ナタ）、お弁当、飲料水、他必需品 

【持参器具】作業旗、シート、救急箱、チェンソー、ロープ 

② 3 月 29日（日）9半～14時半    ・集合場所 池の下広場 

※当月のみ第五週を作業日と致します。咲き誇るオオシマザクラの 

下で部会員の親睦と次年度計画等の協議の場を設けます。 

 ◇作業目的：管理型スギ林を目指した作業。 

・作業内容：いっしんどう作業エリア A2-3のスギ林の林床整理。 

      枯木・欠頂木・暴木・ツル植物・アオキ・シロダモの除伐作業。 

 ・持ち物  常備具（カマ・手ノコ・ナタ）、軽食、飲料水、他必需品 

【持参器具】作業旗、シート、救急箱、ロープ、カケヤ 
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・部会総会兼花見会（12時～14時半） 

  お願い：花見会の会費５００円と年会費２０００円を用意して下さい。 

 (27 年 4 月号の原稿について、上記活動報告は丸山泰久氏、巻頭言は渡邉富男氏、リレ

ートークは渡邊忠幸氏です。 原稿の締め切りは 3 月 25日（水）小宅氏迄宜しくお

願いします。) 

欠席される方は、メール(TOKAMI6666@aol.com)又は電話（894-2800）で山上会長迄。 

【瀬上さとやまもりの会 樹木地部会活動日誌】    

（１）平成 27年 2月 8 日（日） 曇りのち雨 9:30～11：40 

    中尾根休憩所上申請エリア下草刈、整備 

参加者：伊藤、枝村、小宅、小嶋紀、小嶋泰、上手、高嶋、 

    村田、山上、渡邊忠、渡部 計１１名 

９:３０ 池の下広場集合後お天気も気になったのでラジオ体操も早々に中尾根へ移動。

尾根の南斜面、北斜面にそれぞれ分かれ作業。 

１１：００ 頃から降雨があったが、林の中だし気にも留めず作業 

を続けたが、雨音が激しくなり池の下へ戻る。 

１１：４０ 打ち合わせ後解散。 

 

   作業予定地全景       作業地近景         作業中 

 

      作業中                 作業終了後 

 

（２）平成 27年 2月 11日（水・祝）快晴 9:30～14：00 

旧研修地林床整理(林野庁申請域ネザサ、アオキ等除伐整理） 

参加者：浅見、伊藤、佐谷、上手、高嶋、村田、山上、渡邊忠、渡邉富、渡部 

計１０名 
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９：３０ 大丸広場経由旧研修地(尾根道下)へ移動、散策路より横一線で５ｍ間隔で奥

へ一斉に下草刈とアオキ、シロダモ等林床整理を続けた。(昼食休憩を挟みながら) 

１４：００ 作業終了後、帰路尾根道へ登り、いっしんどう広場下の点検等をしながら池

の下広場にて散会。 

         

作業前（シート奥）      作業前（近景）       作業前（全景） 

 

 刈り取った笹,アオキ等         作業後（全景）      作用後（近景） 

 

（３）平成 27年 2月 22日（日）雨のち曇り   9：30～13：30 

  参加者  伊藤、小宅、枝村、佐谷、上手、高嶋、野沢、三島、渡邊忠幸、渡邉富男 

計１０名 

９：３０ 小雨決行が会の原則だが、作業予定地は林の中との事で池の下広場集合。 

１０：００～１２：３０休憩時間取らずに作業 

１２：３０～１３：００昼食をとりながら打ち合わせ後散会 

(天気を気にしながら必死に作業し、３月総会を含めての打ち合わせをした） 

 

  作業前（全景）      作業前（近景）       作業中 
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   作業中            作業後（近景）     作業後（全景） 

 

◆ リレートーク  幼少のころ   

                                三島 清和 

皆さん、瀬戸内側には島がたくさんありそのなかの小さな島、山口県徳山市大字大津

島瀬戸浜地区で私は中学 2年まで生活していました。その島の馬島地区に回天の基地及

び回天の記念館があり、8月 15日終戦近くなるとたまにテレビでその島の映像が流れる

ことがあります。回天とは人間魚雷の発射基地です。回天記念館には一人用の戦艦が展

示してあります。小学生の頃瀬戸浜地区から歩いて馬島地区の基地及び記念館何回か行

き遊んだ事を思います。島には 40 年近く行っていませんがテレビの映像見て帰って見

たくなったことがあります。島には徳山の街から朝一番の客船に乗って行けば十分見学

でき遊べて午後の客船に乗って徳山の街に帰ることができます。桜が咲く季節がいいか

と思います。皆さんも見学に訪れて観てはいかがですか。私も近く行ってみたいと思い

ます  

 

◆ 編集後記 

 梅が咲きミモザが咲いて春一番が吹く頃と 

なると、鼻がムズムズし花粉症を発症して 

三十数年。毎年、この時期は暖かな春が来る 

喜びとうっとおしい花粉症症状とで複雑な 

思いの時期である。       (押木満雅) 

                                           

 


